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１．策定の背景

人口減少、少子・超高齢などの社会情勢の変化に伴う新た
な行政ニーズに対応するためには、市民や地域コミュニティ
協議会・市民活動団体など多様な主体が地域社会を支える新
しい仕組みづくりが必要である

２．目的

地域が抱える課題の解決に向け、市民と行政とが協働し、
地域コミュニティ活動等の推進を図り、自治基本条例の掲げ
る市民主体のまちづくりを実現するため、自治と協働の在り
方や市民の市政への参画意識の高揚を図り、協働によるまち
づくりを推進する

３．条例との関係

自治基本条例の基本理念を実現し、市民主体のまちづくり
を進める上で、より具体的な方向や目的を示す指針とする

高松市自治と協働の基本指針（平成23年3月策定）1
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自治基本条例との関係（概念図）
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高松市自治基本条例

自治の基本原則

◆第２２条 協働の推進
◆第２３条 地域コミュニティ協議会
◆第２４条 市民活動団体

情報共有 参画 協働

具体的な
方向・目標

自治と協働の基本指針



指針見直しに関する勉強会の開催1
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高松市自治と協働の基本指針の
策定から８年が経過

社会情勢の変化等を踏まえ、今後、本指
針がどうあるべきか、どのように活用す
るか、市民政策局の若手職員等による勉
強会を開催 （令和元年６月から７回開催）

・基本指針の見直しの検討
・自治と協働に関する

理念浸透に向けた取組検討



勉強会での検討・取組内容①1
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・基本指針の見直しの検討
⇒課横断的なディスカッションを実施
政策課、コミュニティ推進課、地域振興課

男女共同参画・協働推進課

⇒改定に向けた見直し箇所の洗い出し

【勉強会意見】指針として、より実用性の
高いツールにするために、指針を活用する
ターゲット層を意識し、より理解しやすい
内容へと抜本的な見直しが必要



勉強会での検討・取組内容②1
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・自治と協働に関する
理念浸透に向けた取組の検討

【勉強会提案】
①協働に関する様々な取組への表彰制度
②配布資料等に協働マークを表示
③クイズ方式で学習できる仕組みづくり
④庁内の照会案件に自治と協働対象事業
であることが一目でわかるように表示

平成３０年度取組事項
条例の理念浸透に向け
た取組と合わせて



平成３０年度の議題に関する取組について（報告）1
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身近な出来事に例えた
facebookでの情報発信。
引き続きの実施を予定

平成３０年度取組事項
条例の理念浸透に
向けた取組



自治と協働に関する理念浸透に向けた取組（案）1
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①協働に関する様々な取組への表彰制度
⇒庁内外を問わず、協働に関する取組を
行った者のうち、特に功績が認められる
者について市長表彰を行う

②配布資料等に協働マークを表示
⇒協働に関する事業等の周知をする際に、
協働マークを表示することで、どの事業
が協働に資する事業かを、情報の発信者
と受信者が考えながら理解することへと
繋がる



自治と協働に関する理念浸透に向けた取組（案）1
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③クイズ方式で学習できる仕組みづくり
各種広報媒体を通して、自治と協働に関
して、クイズ方式で分かりやすく学習で
きる仕組みづくりを行う
⇒例：職員組合広報誌の活用

④庁内の照会案件に自治と協働対象事業で
あることが一目でわかるように表示
庁内横断的な照会文書のタイトルの文頭
に【協働】【参画】などを記載すること
で、情報の発信者と受信者が考えながら
理解することへと繋がる


